
数値目標達成状況            ：数値目標達成項目 

基

本 

目

標 

基

本 

施

策 

項目 
現状値 
（Ｒ2） 

目標値 
（Ｒ7） 

現状値 
R7.4 月時点 

参考 

Ⅰ 1 

益田市男女共同参画推進条例の認
知度 
（「概要を知っている」「言葉を聞いたこ

とがある」と答えた人の割合） 

 

42.0％ 
 

 

80％ 
 

 

48.8％ 
 

市民意識調査 

益田市男女共同参画計画の認知度 
（「概要を知っている」「言葉を聞いたこ

とがある」と答えた人の割合）  

 
45.1％ 

 

 
80％ 

 

 
50.6％ 

 

市民意識調査 

固定的役割分担意識にとらわれな
い人の割合 ※1 66.3％ 70％ 77.6％ 

市民意識調査 

学校教育の場における、男女の地位
の平等意識度 
（「学校教育の場で男女は平等になって

いると思いますか」平等の回答の割合） 

 
 

60.8％ 70％ 62.5％ 

市民意識調査 

益田版「カタリ場」の小中学校での
開催割合 

96.0％  100％ 96.0％ 
開催割合 

生活相談員の研修開催数 3 回 6 回 8 回 
開催回数 

Ⅱ 

2 

配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護に関する法律（ＤＶ法）の
認知度 
（「概要を知っている」「言葉を聞いたこ

とがある」と答えた人の割合） 

 
 

80.7％ 
 

 
 

100％ 
 

 
 

82.8％ 
 

市民意識調査 

ＤＶの相談窓口の認知度 
（ドメスティック・バイオレンスに関す

る窓口を知っている 

「知っている」と答えた人の割合） 

 

男性 42.4％ 

女性 41.7％ 

 

 
男性 50％ 

女性 50％ 

 

男性 46.7％ 

女性 57.5％ 

 

市民意識調査 

デートＤＶ（交際相手からの暴力）
の認知度 
（「概要を知っている」と答えた人の割

合） 

30.6％ 40％ 32.1％ 

市民意識調査 

3 

全体計画に基づく組織的な性に関
する指導の実施状況 79.2％ 100％ 100％ 

県教育庁保健体

育課調査 

1 年間の地域や職場での健康に関す
る学習の場への参加状況 

18.2％ 20％ 
R7 年度調査

予定 

健 康 ま す だ 市

21 健康づくり

に関するアンケ

ート 

4 

主観的幸福感の高い高齢者の割合 
※2 

42.1％ 

（Ｒ元） 
50％ 

43.9％ 
（R4） 

介護予防・日常生

活圏域ニーズ調

査 

障がい者の介護の実態調査 
介護による離職者 － 0 人 

R7 年度調査

予定  

新規の調査 

Ⅲ 5 

審議会等への女性の参画率 29.4％ 40％ 32.1％ 

国、県調査審議会

等女性の参画率 

女性が委員として参加している審
議会等への比率 

 
88.7％ 

 

 
100％ 

 
94.2％ 

 

国、県調査審議会

等女性の参画率 

市の施策への女性の意見反映度 
（「十分に反映されている」「ある程度反

映されている」と答えた人の割合） 

 
56.4％ 

 

 
80％ 

 
52.9％ 

市民意識調査 

家族経営協定数 37 件 42 件 37 件 
協定数 

資料３ 
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施

策 

項目 
現状値 
（Ｒ2） 

目標値 
（Ｒ7） 

現状値 
R7.4 月時点  

参考 

 

6 

ワーク・ライフ・バランスの認知度 
（「概要を知っている」「言葉を聞いたこ

とがある」と答えた人の割合） 

 

64.8％ 

 

 

80％ 

 

 

71.6％ 

 

市民意識調査 

益田鹿足雇用推進協議会等事業者
に対し、ワーク・ライフ・バランス
をはじめ、女性活躍推進に関する情
報提供を行う 

年 3 回 年 3 回 1 回 

情報提供回数 

7 

ファミリー・サポート・センター事
業会員登録者数（依頼・提供） 

238 人  250 人  241 人 
登録者数 

放課後児童クラブ数 16 施設 17 施設 18 施設 
クラブ数 

Ⅳ 8 自主防災組織への女性の参画 
67 組織 

（Ｒ元） 

80 組織 70 組織 組織数 

※1．市民意識調査において「男は外で働き、女は家庭を守るべき」というような固定的な性別によ

る役割分担について「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」と回答した人の割合。 
 

※2．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査において「あなたは現在どの程度幸せですか」を 0～10

点の 11 段階で回答。8～10 点をつけた人の割合を「主観的幸福感の高い高齢者の割合」とす

る。 

 
 

 

 


